195.持久性トレーニングによるヒトの骨格筋ミオグロビン濃度の変化 : 常圧環境と低圧環境の比較 by 増田 和実 et al.
195.持久性トレーニングによるヒトの骨格筋ミオグ
ロビン濃度の変化 : 常圧環境と低圧環境の比較
著者 増田 和実, 岡崎 和伸, 村上 晴香, 久野 譜也, 浅
野 勝己, 伊藤 穣, 下條 仁士, 勝田 茂
雑誌名 体力科學
巻 48
号 6
ページ 810
発行年 1999-12-01
権利 日本体力医学会
URL http://hdl.handle.net/2241/00130790
810 {環
195.持久性トレーニングによるとトの骨絡筋ミオ
グロピン濃度の変化 一常庄環境と低圧環境
の比較一。i訪問和諜¥1滋崎和11!2，村上Hirギ，久野殺せ!，¥
浅野勝己3，伊藤織へ下線仁，勝[fl 茂3
l筑波大学TARAセンタ-f筑波大学体、fi'科学研究
科， 5筑披大学体育科学系
{ 長践H的均]1蒋守
F クグ、ψ、I口コヒピ、ン (Mb川〉 カが〈ヒトを対象iにこしfたこf持寺I久，設投暢トレ…ニンクグ
によつて変化すると報?告tする先行if研7斉f究は、 iまとんどなし、b
!l{Ij...、Termdosらく1990)が低!五珠境下での持久性トレ…ニ
ングによってヒトのMb濃度が上昇，ずることを認めたのた
だし彼らの?来験て~~j:、低fE!ごと常日て，下のトレ…ニングにお
いて逆襲j強度〈絶対鍍〉が統一されていた.'，';:1こ足立する必
援がある作散在環境下ではV0211U以の低1ごがft.じ、 jl!yij)i)立i
疫が常任環境;こ比べて相対的に高くなる〈浅野 1997)口す
なわち、 Terra<x)s ら(1990) が報告した Mb濃度の上~~{立、
{邸主環境によって絶対的活謬Vl強度が誌くなったためであり、
筋線織の低霊堂紫化のためではなし、かもしれなし、。そこで本
実験では、成人男性を対象に、 8沼間の持久性トレーニン
グによるMb濃度の変化を検討することを第…の践的とし、
さらに、低J:f，滋換と常E箆境でのi返還IJ強肢をAfl立す(1りにi巧
にした1糾こ、低酸議イヒがMb濃度を上昇さt寺る!六i子とえIり
うるのかにつし、ても検討した。
{方法}被験者は定期的な身体部勤を行ってし、ない成人男
性(14名)とし、符~IITr若手(7名) と低H?(2500 m m~~J) 
Tt群~ (7名)tこ分けた。述動強度は各々の環境下の運動負
荷テストで得られた畿大酸紫摂取幾 (V02max)を器機に、
第1j題協を60%V02fi獄、 2;選El以降を7{)<ro以 )lmaxとした。
i翠勤時間はi時間/側、鎖捜:は3.5!!Jh接としたa
針~f三検法によって外昔話広筋 (VL) より務サンフツレを燐i.i.\
した怨 Mb濃度のjjjlj定試薬 iこは Últ鐙M1>議j支jl~J定 JHキッ 1. を
J，tJ持した。 cs活性の説Ij定にはSrcrc(1969)の生化学的手法
を用いた。筋線維タイプの!司iEfこはBrookcとKaIscr(1970) 
のa<.-1ornyoSInA'D'a<;c染色 (pre-incubationpH 4ム 10.3)を行
い、 Typcf線鋭、 TypeIIa線雄、 TypcHb 線維を If~ 定した()
Amylasc-PAS染色 (Anぬ'Scn1975) によっても線血管を[i，j
iEした。
{ゑ在来および考察】 8:i選j部のTr終了後、 V02m以は常任・依
1.の持久世tTrによって有窓iこ上界し、 VLのタエン機合成際
索活性とも記1I1血管数も手i滋iこ増加したη し志か、しながら、
Mb濃i皮笠はいず
!ニのニとから、 70%V02max強度の持久性'れによ η て全身的
な有機議性作業能力が向上するものの、 MI>銭!立は上昇し
にくいことが1)]らかとなったむまた、 2500m，初~]の低J.I. 足立
境はMI>濃度の上昇を引き起こすほどの法般家刺激ではな
いことがホ唆された詰
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